
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１２月号 
高岡市立伏木小学校 

 今年も残りわずかとなりました。１２月は冬至やもちつき、大みそかなど、昔から

伝わる行事がたくさんあります。かぜやインフルエンザなどの感染症にかかりやすい

時期でもあるので、しっかりと予防をして行事を迎えましょう。 

昔から伝わる行事を大切にしよう 

冬至 
 冬至は、一年中で昼間がもっとも短く、夜がもっとも長い日です。この日を

境に昼間が長くなっていくことから、太陽がよみがえる日とも考えられていま

す。かぼちゃや小豆がゆを食べたり、ゆず湯に入ったりする風習があります。 

かぼちゃ・小豆がゆ 

 冬至にかぼちゃを食べる

とかぜをひかないなどとい

われています。小豆がゆの

小豆は、赤い色が邪気をは

らうとされています。 

「ん」のつく食品 ゆず湯 

もちつき 大みそか 
 正月に欠かせないもち（鏡もちなど）を年

末につく行事です。蒸したもち米を、きねと

うすでついてつくります。１２月２５日から

２８日までに行うところが多いようです。 

２９日につくのは「苦
く

もち」、 

３１日につくのは、「一夜 

もち」として避けられて 

います。 

 みそか（晦日
み そ か

、三十日
み そ か

）は、つきの最終日

を指します。大みそかは、一年の最後の月の

最終日であるため、大みそかといわれていま

す。大みそかの夜に食べる年越しそばには、

細く長い形から長寿を願う説や、金細工師が

金粉を集めるためにそば粉を 

使ったことから、金運を願う 

説などがあります。 

 れんこん、にんじん、う

どんなど、「ん」のつく食べ

物を食べると幸運につな

がるといういい伝えがあ

ります。 

 ゆずを浮かべた風呂に

入ると、かぜをひかないと

いわれています。ゆずに

は、血行をよくする効果が

あります。 

ノロウイルスによる食中毒に注意！ 
 ノロウイルスによる食中毒は一年中発生しますが、１１月から４月に多くな

ります。手指や食品などを介して口に入ることで感染し、人の腸管で増殖して

おう吐や下痢、腹痛などを引き起こします。 

 予防するには、石けんで手を洗い、食品は中までしっかり火を通します。 


